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【日本小児科学会】

ワクチンの種類
1
回
目

2
回
目

3
回
目

4
回
目

5
回
目

チェックボックスに
空欄がある場合

接種が必要な
可能性が高いです
かかりつけ医に。
相談してください。

毎年接種します。
毎年10月末～11月に
早めに接種しましょう。

これまでに受けたワクチン 就学前に受けるワクチン

インフルエンザ

ヒブ

小児用肺炎球菌

四種混合（DPT-IPV）

三種混合（DPT）

ポリオ（IPV）

B型肝炎

BCG

日本脳炎

麻疹風疹混合（MR）

水痘

おたふくかぜ
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●

小学校以降に接種するワクチン

毎年
9～12歳

11～12歳

小6～
高１女子

なし

連絡がきます

連絡がきます
かかりつけ医にご相談
ください

かかりつけ医に
お問い合わせください

インフルエンザワクチン

日本脳炎ワクチン

二種混合（DT）ワクチン
または三種混合ワクチン
で代用

ヒトパピローマウイルス
（子宮頸がん）ワクチン

時期 ワクチン 自治体からの連絡

小学校に入学するまでに接種するワクチン
　集団生活が本格化する前に、 MRワクチンとおたふくかぜワクチンをもう一回ずつ
接種する必要があります。1回の接種では不十分なことがありますが、2回接種する
とほとんどの人がこれらの病気にかからなくなり、またかかったとしても軽い症状で
すむことが分かっています。また、三種混合ワクチンとポリオワクチンもそれぞれ
追加で接種する事をお
すすめします。
　小学校に入ると、ワク
チン接種をうける機会は
少なくなりますが、右の
表のワクチン接種を忘れ
ないようにしてください。

小学校入学前に任意ワクチンとして、三種混合ワクチンと
ポリオワクチンが勧められるようになった事について

　四種混合ワクチンを接種することで、ジフテリア、破傷風、百日咳、ポリオの発病が予防でき
ます。ワクチンを接種したほとんどの子どもは免疫がつき、これらの病気から守られます。
　ただ、ワクチンで得られた免疫も百日咳に関しては小学校入学前には少なくなってきている
ことがわかってきました。実際に最近の調査では、百日咳にかかる患者さんの多くは小学生
となっています。
　百日咳にかかると激しい咳が長く続きます。そこで四種混合ワクチンでの5回目の接種は
できませんが、三種混合ワクチン（ジフテリア、破傷風、百日咳に対するワクチンです）を
就学前に接種することができます（但し、任意接種）。また、11-12歳で接種する二種混合
ワクチン（ジフテリア、破傷風に対するワクチン）の代わりに三種混合ワクチンを接種する
事もできます（但し、任意接種）。
　更に、学童期以降のポリオ予防目的で、5歳以上7歳未満でポリオに対する抗体価が低下
する前に就学前のポリオワクチン接種もお勧めしています（但し、任意接種）。
　詳しくは、学会のホームページで日本小児科学会が推奨する予防接種スケジュール 標準的
接種期間・日本小児科学会の考え方・注意事項をご参照ください。

日本小児科学会が推奨する予防接種スケジュール
http://www.jpeds.or.jp/modules/activity/index.php?content_id=138
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